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第 1号議案  令和６年度事業報告と決算 及び監査報告 

令和 6年度の事業報告(案) 

令和 6年 4月 1日から令 7年 3月 31日まで 

 

 清水市民活動センター指定管理業務については、退職や長期病欠者によりスタッフ体制は厳しい

状況にあったが、補完し合いながら計画に沿って事業を実施することができた。 

 運営相談の他、法人設立、経理等、中間支援施設としての実務的な相談対応も相次ぎ、スタッフ

全体のスキルの底上げが必要となった。しかし、時間調整が難しく個別の内部研修で対応した。次

年度は、実践に活用できるよう学びの深化を目指したい。 

 その他の委託事業については全体的に縮小傾向にあり、会員の関りも少なかった。一方、社会貢

献活動を行う金融機関や地域との関係性ができる中で、情報共有、事業協力が進んできた。社会課

題の複雑化、多様化に対応するための一助となる事が期待される。 

 

１ 事業計画に基づく成果と課題 

① 市民活動をサポートする事業 

①-1静岡市清水市民活動センターの指定管理事業 

・仕様書に沿って適正な運営をおこなった。 

・スタッフ研修の機会を確保し、センター業務の担い手の育成をはかった。 

・業務の効率化を図るため、Web会議、SNSの活用を推進した。 

・市民活動センターの一層の活用を促すためのアンケート調査を行った。 

①-2 団体独自事業 

  ・団体が自立的運営をすることを目的とした個別事務支援をおこなった。 

  ・会計ソフトを導入している団体のアフターフォローとして会計ソフト活用講座を開催した。 

 【課題】 

  新型コロナウイルス感染症の感染が収束した現在、NPO の取り組みが変化し、組織基盤やネッ

トワークの強化、理解者の拡大、連携先の獲得など、中間支援としての役割も変わってきてい

る。 

 市民活動センター指定管理については、団体が抱える課題の多様化、分野横断などによる複雑

化が進み、仕様書に定められた内容以上の対応が求められている。 

②市民活動団体の人材育成のための事業の実施 

・新・富士市まちづくり活動推進計画及び地区まちづくり行動計画の進行管理支援を行った。 

・清水区の意見聴取事業の一環として区内全地区ごとの町別分界マップを作成した。 

 【課題】 

 仕様書に沿った業務を行ったが、それに基づいた具体的な事業提案ができなかった。 

③地域の課題解決に向けた、市民活動団体や他のセクターとの協働事業の推進 

  ・フードバンクふじのくにの理事として運営に関わり、市民活動センターとしてフードドライ
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ブに協力した。 

・しみず元気プロジェクトとして、マッチングのための資料作りを目的としたアンケート調査

を行い、団体紹介カードを作成した。 

 マッチングした NPOと企業については引き続き覚書を交わし、支援の継続を確認した。 

  ・NPOパートナー委員会に参加した。また、 

つながる仲間ミーティングは、支援先として紹介した清水おやこ劇場への継続的な支援が行わ

れている。 

 【課題】 

   元気プロジェクトに関しては、アンケート調査結果を踏まえ、さらに活動の幅が広がる今後

の進め方、取り組みの検討が求められる。 

④自団体の組織基盤整備事業 

・団体のミッションに基づいた各事業の目的の確認 

  ・事業の進捗状況の見える化と課題の整理 

  ・具体的な到達点を踏まえての事業の推進 

④-1会員拡大 

・会員、センタースタッフを対象に交流会を行った。 

・世代の若返り、異分野の人材の取り込みについては課題が残った。 

④-2 広報 

・団体ホームページで事業の報告を行った。 

・情報発信については、情報量の減少や他事業に時間を取られるなどマンパワーが発揮できず 

積極的な取り組みが難しかった。 

 ④-3 運営体制 

  ・新たに役員 2名を選任し、話し合いの機会を増やし今後の体制について話し合いを深めた。 

 ④-4 政策提言 

・既存のネットワークを活用し、情報収集・拡散、連携を図った。 

 【課題】 

 団体運営ついては、人材確保、ネットワークの拡充、自団体だけでなく他団体との協働を考え 

るなどの発想の転換が必要である。 

２ 事業の実施に関する事項 

事 業 名 

(定款に記載し

た事業) 

具体的な事業内容 

(A)当該事業の実施日

時 

(B)当該事業の実施場

所 

(C)従事者の予定人数 

(D)受益対象 

者の範囲 

(E)人数 

事業費 

（単位：千

円） 

①市民活動をサポートする事業 
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①-1 清水市民

活動センター

指定管理事業 

・清水市民活動センターの指定管

理事業 

 ニーズ把握アンケートに基づく

事業の実施 

 団体の実務力をつけるための支援 

 団体間、他セクターとの連携推進 

 相談対応 

・徴収事務委託事業 

 

(A)4月 1日～翌 3月 31

日 

(B)清水市民活動セン

ター 

(C)10人 

(D)市民団体・

NPO法人・一

般市民 

(E)668,000人 

25,500 

 

①-2 団体独自

事業 

・会計ソフト販売と会計サポート 

 

 NPO法人駿府ウエイブ 

  

(A)4月 1日～翌 3月 31

日 

(B)清水市民活動セン

ター 

(C)1人 

(D)市民活動団

体の事務局

や会計担当 

(E)5人 

40 

・団体への事務事業などの支援、

育成 

NPO法人かっぱらぱ編集室 

NPO法人グッドフォーユー 

 

(A)4月 1日～翌 3月 31

日 

(B)清水市民活動セン

ター 

(C)2人 

(D)市民活動団

体の代表や

事務局 

(E)6人 

25 

②人材育成・研

修事業 

 

・令和 6年度富士市まちづくり活 

動推進事業 

 

 

 

・清水区地域カルテマップ作成業   

 務 

(A)4 月 24 日～翌 3 月

31日 

(B)富士市役所他 

(C)2人 

 

(A)6年 9月 26日～翌 2

月 20日 

(B)清水区内 

(C)2人 

(D)富士市民 

(E)225,000人 

 

 

 

(D)清水区民 

(E)221,000人 

 

998 

 

 

 

 

311 

 

 

 

③市民団体と他

のセクターとの

協働を推進する

事業 

 

・フードバンクふじのくにの活動

に参加 

 

 

 

(A)4月 1日～翌 3月 31

日  

(B)清水市民活動セン

ター他 

(C)2人 

(D)生活困窮者  

  他 

(E)多数 

 

10 

 

 

 

・しみず元気プロジェクト 

  アンケート調査 

  支援者と NPOのマッチング 

 

 

(A)4月 1日～翌 3月 31

日 

(B)清水市民活動セン

ターほか 

(C)4人 

 

( (D)市民団体

NPO法人・企業 

(E)NPO 法人ほ

か多数 

120 

・福祉事業団体との交流連携事業 

NPOパートナー委員会への参加 

清水区つながる仲間ミーティ

ングに参加 

 

・自主企画 

 

 

 

 

 

 

 

(A)4月 1日～翌 3月 31

日 

(B)静岡市内 

(C)2人 

 

 

実施なし 

(D)県内中間支

援施設職員 

(E)多数 

 

 

 

 

 

10 
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④自団体の組織基盤整備事業 

④-1 会員拡大 

 

・交流 

会員の活動経験を活かした交

流事業をおこなう 

・他団体事業の情報収集、積極的

参画 

・自団体事業によるネットワーク

の活用 

(A)4月 1日～翌 3月 31 

  日 

 

(B)静岡市内 

(C)8名 

(D)会員 

市民団体 

 他セクター 

 一般市民 

(E)多数 

 

④-2 広報事業 ・団体の広報事業 

 ニュースレター発行 

 ホームページによる情報発信 

団体活動を伝えるリーフレット

作成と活用 

(A)4月 1日～翌 3月 31  

日 

(B)清水市民活動セン

ター 

(C)3人 

(D)市民団体 

 他セクター 

 一般市民 

(E)多数 

36 

④-3 運営体制 ・役員体制の強化 

 

(A)6月 1日～翌 3月 31

日 

(B)清水市民活動セン

ター 

(C)8人 

(D)会員ほか 

(E)20人 

 

 

④-4 政策提言 既存のネットワークを活用し、情

報収集・拡散、連携の強化をはか

り、協働して政策提言をおこなう 

 

②の取り組み参考   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


